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面
発
光
レ
ー
ザ
ー
は
、
数
十
万
個
の

小
さ
な
レ
ー
ザ
ー
を
1
チ
ッ
プ
上
に
集
積

し
、
半
導
体
基
板
か
ら
垂
直
方
向
に

光
を
発
す
る
画
期
的
な
技
術
の
こ
と
だ
。

高
速
デ
ー
タ
通
信
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
や
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
ス
マ
ホ
の
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
I
T
社
会
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

1
9
7
7
年
、
そ
の
発
明
を
成
し
、

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
の
広
範
な
応
用
へ

研
究
を
重
ね
た
の
が
伊
賀
健
一
さ
ん
だ
。

そ
の
業
績
に
対
し
、
2
0
1
3
年
4
月

に
は
科
学
技
術
の
世
界
的
学
術
賞
「
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
賞
」
最
高
位
の
バ
ウ
ワ
ー
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
国
内
の
研
究
者
と
し

て
は
初
の
受
賞
だ
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
よ
り

も
歴
史
が
長
い
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
賞
に
は
、

ト
ー
マ
ス・
エ
ジ
ソ
ン
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

最
近
で
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
、

錚
々
た
る
名
前
が
並
ぶ
。

生
ま
れ
は
広
島
県
呉
市
。
工
作
好

き
で
、
小
学
生
の
時
に
は
蔵
に
眠
る
電

気
部
品
の
パ
ー
ツ
を
寄
せ
集
め
て
鉱
石

ラ
ジ
オ
を
作
り
、
音
楽
を
聴
い
た
。
中

学
生
に
な
る
と
、
真
空
管
の
ア
ン
プ
や

ス
ー
パ
ー
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
受
信
機
な
ど
も

自
作
す
る
よ
う
に
な
る
。

広
島
大
学
附
属
高
校
か
ら
東
京
工

業
大
学
理
工
学
部
に
進
学
。
4
年
生

の
時
に
、
後
の
学
長
・
末
松
安
晴
教

授
の
研
究
室
で
レ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
す

る
光
・
量
子
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
勉

強
を
始
め
た
。
世
界
に
レ
ー
ザ
ー
が
登

場
し
た
の
が
1
9
6
0
年
。
そ
の
時
、

末
松
教
授
の
「
光
を
通
信
に
使
お
う
」

と
い
う
言
葉
に
新
し
い
可
能
性
を
感
じ

た
と
い
う
。
1
9
6
2
年
秋
に
は
ル

ビ
ー
結
晶
を
加
工
し
て
レ
ー
ザ
ー
発
振

に
成
功
。
こ
れ
が
そ
の
後
40
年
以
上
、

生
涯
に
亘
る
研
究
生
活
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

 「
助
教
授
に
な
っ
て
3
年
後
、
考
え

抜
い
た
挙
句
、
夜
中
に
パ
ッ
と
面
発
光

レ
ー
ザ
ー
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
閃
い
た
ん
で
す
。

今
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
当
時
、

実
用
化
は
あ
ま
り
期
待
さ
れ
て
い
な
く

て
。
そ
れ
が
今
、
世
界
中
で
広
く
使
わ

れ
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
」

閑
静
な
つ
く
し
野
に
居
を
移
し
た
の

は
1
9
6
8
年
12
月
。
そ
の
7
年
後
に

は
奇
し
く
も
す
ず
か
け
台
に
東
工
大

キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
た
。
ま
た
、
伊
賀
さ

ん
は
演
奏
歴
60
年
に
な
る
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

奏
者
で
も
あ
る
。
そ
の
活
動
は
本
格

的
で
、
町
田
フ
ィ
ル
※
や
町
田
フ
ィ
ル
・

バ
ロ
ッ
ク
合
奏
団
で
活
躍
し
、
美
し
い
音

色
を
響
か
せ
続
け
て
い
る
。

多
く
の
公
益
財
団
の
理
事
や
評
議

員
を
務
め
な
が
ら
、
学
術
賞
の
選
考
や

講
演
活
動
、
執
筆
活
動
に
と
現
在
も

そ
の
活
動
は
精
力
的
だ
。
世
界
を
変

え
た
探
求
心
、
類
稀
な
る
情
熱
は
ラ
ジ

オ
を
作
っ
た
少
年
の
時
の
ま
ま
、
傘
寿

を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
で
も
少
し
も
衰

え
る
こ
と
は
な
い
。  

12020年2月、米国サンフランシスコで行われた光学
の国際会議で講演する伊賀健一さん　22018年秋
の叙勲で瑞宝重光章を受章し、夫妻で町田市役所に
来庁した。智子夫人も町田フィルのバイオリニストだ
3数々の著書。左奥「光エレクトロニクスの玉手箱」
（アドコム・メディア社）は全4巻、これまでの研究成果が
凝縮されている　42013年4月、米国フィラデルフィア
で行われたフランクリン賞の授賞式で（左から4人目）
5町田フィルの首席コントラバスを歴任し、町田フィル・
バロック合奏団を主宰する文化人でもある
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発
明
か
ら
　 

年

面
発
光
レ
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ザ
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と
の
創
造
的
旅
路

オ

デ

ッ

セ
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年ザ
ー
と
の
創
造
的
旅
路

と
し
て

さ
ん
。

後
は

に広
く
貢
献
。

る
。

用
化
へ

跡
は

に
彩
ら
れ
て
い
る
。

「
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
」の
発
明
者
と
し
て

世
界
的
に
知
ら
れ
る
伊
賀
健
一
さ
ん
。

東
京
工
業
大
学
教
授
を
定
年
後
は

日
本
学
術
振
興
会
理
事
、さ
ら
に

東
京
工
業
大
学
学
長
と
し
て
広
く
貢
献
。

町
田
市
で
は
2
0
1
3
年
に

市
民
栄
誉
彰
を
受
章
し
て
い
る
。

独
創
的
な
発
明
か
ら
そ
の
実
用
化
へ

43
年
に
及
ぶ
知
的
冒
険
の
軌
跡
は

今
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
情
熱
に
彩
ら
れ
て
い
る
。


